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【背景】最近我々は，屋内用監視素子の浮遊プラットフォームとして，超軽量性・高耐熱性・高電磁波吸収性

などに優れたｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ（CNT）と高強度性・断熱性などに優れたｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ（CNF）との複合自立膜[2]を

用いた「光照射で浮揚するバルーン（CNTバルーン）」を創製した [2]．従来の CNT バルーンは，CNT/CNF 複合自

立膜で構成されていた（Fig.(a)6）[3]が，CNT/CNF複合自立膜は，CNF 自立膜に比べて強度が低く，光照射によ

って高温になるため，バルーン表面に電子デバイスを搭載する場合，デバイス特性に悪影響を及ぼす可能性が

ある． 

そこで，バルーンの構成面の一部を，デバ

イス搭載可能な CNFのみからなる CNF自立膜

に置換することを考案した．本研究では，

Fig.(a)0-5に示すように，実際に種々の構成

面の組み合わせのバルーンを作製し，構成面

の組み合わせと浮力および機械強度との相関

得ることを目的とした． 

【実験】CNF自立膜（以下 CNF面）は既報の

手法［4］により作製し，CNT/CNF複合自立膜

（以下 CNT面）と組み合わせて計 7 パターン

の面構造をもつ正六面体形のハイブリッドバ

ルーンを作製した．各バルーンの浮力測定と

機械強度測定を行った． 

【結果と考察】Fig.(b)に CNT面数に対する

浮力と浮力から求めた内部空間温度を示す．

CNT面数に対して浮力は飽和することがわか

った．Fig.(c)に CNT面数に対する内部空間

温度の昇温時定数τhと冷却時定数τcを示す．各時定数は，面数に依らずほぼ一定で，5秒以下で 150℃以上に

達することが分かった．さらに，CNF 面が含まれたバルーンであっても十分浮揚することが明らかにした．

Fig.(d)(e)に CNF・CNF/CNT（4 パターン）・CNT の接合界面の機械特性を示す．各々の接合界面の違いでヤング

率が変化することが分かった．詳細な評価結果については，当日報告する． 
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